
   

－清流１－ 

 
オール岐阜によるＳＤＧｓの推進 

 
１ 事 業 費   ３４９，８０７（前年度 ３２１，５３０） 
            【財源内訳】      【主な使途】 

         国庫     3,700  補助金 300,000 
        諸収入     2  報償費  26,494 
       一般財源 346,105   役務費  10,361                         
                     

２ 背景・事業目的 
「ＳＤＧｓ未来都市」に選定された本県では、持続可能でよりよい世

界を目指すＳＤＧｓの理念を県政のあらゆる分野に反映させ、「清流の国ぎ
ふ」づくりをオール岐阜で進める必要がある。 

このため、県民や企業等のＳＤＧｓへの理解やその達成に向けた取組
みを促進するとともに、市町村等が行う持続可能な地域づくりの取組み
などを支援する。 
 また、ふるさと納税制度等を活用し、本県の魅力をＰＲする。 

 
３ 事 業 概 要 
（１）ＳＤＧｓ推進に向けた取組みの展開（57,400 千円） 

ＳＤＧｓへの理解を促進する県民向けフォーラムを開催するととも 
に、「『清流の国ぎふ』ＳＤＧｓ推進ネットワーク」会員の活動支援を 
充実するなど、ＳＤＧｓ達成のための自律的好循環を促進する。 

＜主な取組み＞ 
新・他会員をけん引する「リーディング会員」認定制度を創設 
新・県制度融資に「ＳＤＧｓ推進資金」を設定 

   ・会員間で連携して行う「新たな日常」に資する事業などを支援 
・ニーズに応じたきめ細かな会員向けセミナーを開催 

 
（２）岐阜県清流の国ぎふ推進補助金（250,000 千円） 

ＳＤＧｓの普及啓発・推進、地域資源を活かした魅力づくりやまち 
づくり、人口減少・高齢化に対応した暮らしのサービスの提供や人材 
確保など、市町村が自立的発展を目指して行う事業を支援する。 

 
（３）ふるさとぎふ振興寄附金(ふるさと納税)の活用促進（42,407 千円） 

体験型の旅行クーポンや県産品などの返礼品を充実させるとともに、 
ふるさと納税サイトの活用、百貨店との連携などを通して、本県を寄 
附先に選んでもらえるよう、「清流の国ぎふ」の魅力を広くＰＲする。 
 

 

所 属 清流の国推進部清流の国づくり政策課 清流の国推進部地域振興課 

係 名 地方創生係 内線 2245 
地域振興係 

地域プロモーション係 
内線 2407 

（款）２総務費 （項）２企画開発費 （目）(2)企画調査費 
（明細書事業名）○総合政策推進費 

総合政策調整費 
（款）２総務費 （項）２企画開発費 （目）(3)地域振興対策費 
（明細書事業名）○地域活性化対策費 

地域活性化推進費 



   

 －清流２－

 

新しい生活様式に沿った移住・定住施策の展開 
 

１ 事 業 費   ２５１，８６７（前年度 ３０３，２２５） 
            【財源内訳】      【主な使途】 

         国庫    59,950  貸付金 132,840 
       諸収入   10,526  委託料  70,269 
       一般財源 181,391  補助金  31,500 

２ 背景・事業目的 
新型コロナウイルス感染症の影響による地方回帰志向の高まりや働

き方の変化を踏まえつつ、移住者の相談・受入体制を強化するとともに
移住後のフォローアップを行う。 

また、奨学金により、県外の大学等に進学しながらも、将来的に本県
に戻り活躍する意欲がある学生を支援し、Ｕターンを促進する。 

３ 事 業 概 要 
（１） 移住定住の促進 

○デジタルシフトに呼応した相談対応、情報発信（83,732千円） 
三大都市圏の移住交流拠点を核として、オンラインによる相談対

応やセミナーを実施するとともに、リニューアルした移住定住ポー
タルサイト、ＳＮＳなどを積極的に活用し本県の魅力を発信する。  
併せて、テレワーク等を体験するモデルコースの造成や、移住

定住サポーター等との交流会を通した定住のためのフォローアッ
プなどを行う。 

○東京圏からのＵＩＪターンによる就業・起業の支援（33,747 千円） 
東京圏からの移住希望者に対して、仕事や暮らしに必要な情報

を提供するとともに、県内の中小企業等へ就業・起業した者や、
新たに、東京圏の会社等に勤めながら県内でテレワークをする者
等を対象に、移住に要する経費を支援する。 

新○古民家を利用した移住者等へのワークショップ等の実施（1,002 千円） 
移住者等を対象に、国際たくみアカデミーの職員・生徒等による

古民家を利用したＤＩＹワークショップや木工セミナーを開催する。 

（２） 県出身大学生等のＵターンの促進 
○「清流の国ぎふ大学生等奨学金」の貸与（133,386 千円）  

本県を離れて県外の大学等に在学（進学）する学生に対し、県内
にＵターンして居住及び就業することを条件に奨学金を貸与し、卒
業後５年間継続して条件を満たした場合には返還を全額免除する。 

所 属 清流の国推進部地域振興課 所 属 商工労働部労働雇用課 

係 名 
移住定住係 
地域プロモーション係 

内線 
2056 
2407 

係 名 人材育成係 内線 3125 

（款）２総務費 （項）２企画開発費 （目）(3)地域振興対策費 

（明細書事業名）○地域活性化対策費  

地域活性化推進費  

（款）５労働費 （項）２職業訓練費 （目）(1)職業訓練校費 

（明細書事業名）○国際たくみアカデミー推進費 

         職業能力開発短期大学校費 



 －清流３－ 

 
 
 
 
 

外国人材の活躍推進と安全・安心な暮らしづくり 
 

１ 事 業 費   ３６,７７６（前年度 ４０，２５４） 
            【財源内訳】      【主な使途】 

                 国庫    18,196  補助金   17,236 
            諸収入       16   報償費   6,557 
         一般財源  18,564   委託料     2,562 

              
２ 背景・事業目的 
   在留資格「特定技能」の創設などを背景に、増加傾向にある外国人県

民が、コロナ禍においても安全・安心に暮らし、地域社会で活躍できる
環境づくりを推進する。 
 

３ 事 業 概 要 

（１）日本語教育機会の提供体制整備（19,540 千円） 
今後、更なる増加が見込まれる外国人県民が活躍できるよう、

日本語教育機会を提供する体制づくりを推進する。 

＜具体的な施策内容＞ 
新・支援者（ボランティア）講習会の開催 
・地域日本語教育コーディネーターの配置 
・市町村と連携したモデル日本語教室の実施 
・日本語教育総括コーディネーターを県庁に配置 
・日本語教育人材の育成 
・企業と連携した外国人就労者向け日本語教育の実施 

 
（２）（公財）岐阜県国際交流センターを通じた地域の日本語教室への支援 

（1,016 千円)  
専門家派遣を通じて地域の日本語教室の運営体制の強化や教育

内容の充実を図る。また、県内の日本語教室をホームページで一元
的に紹介する。 

 
（３）岐阜県在住外国人相談センターにおける相談対応（16,220千円)  

日常生活に関する相談に加え、新型コロナウイルス感染症の相談
に１４言語で対応する。また、名古屋出入国在留管理局との連携協
定に基づく相談会を定期的に開催する。 

 
 

所 属 清流の国推進部外国人活躍・共生社会推進課 

係 名 多文化共生係 内線 3354 

（款）２総務費 （項）２企画開発費 （目）(6)国際化推進費 

（明細書事業名）○国際交流費 

多文化共生推進事業費  

国際交流センター補助金 



 
 

スポーツを通じた生きがいや地域の活力づくりの推進 
 

１ 事 業 費  １，３１３，３３３（前年度 １，３４２，８２７） 
         【財源内訳】            【主な使途】 
          国庫     111,000    負担金 1,245,766 
            一般財源  1,146,533    委託料   41,628 
          その他    55,800      補助金      9,000 
                 
２ 背景・事業目的 
   県民一人ひとりが健康に対する関心や理解を深め、生涯にわたって健康増進に

努めるきっかけとなるよう、全国健康福祉祭（ねんりんピック）を開催するとと
もに、県民の生きがい・健康づくりを推進する。 
また、ぎふ清流ハーフマラソンの開催や総合型地域スポーツクラブの活性化を

図り、スポーツによる交流人口の拡大や地域の活力づくりを推進する。 
 
３ 事 業 概 要 
（１）「ねんりんピック岐阜２０２１」の開催（1,263,161千円） 

全国から来県する選手団をオール岐阜で歓迎する総合開・閉会式を実施する
とともに、円滑な大会運営に向けて、宿泊施設や交通手段の確保、全６３種目
の大会を運営する市町村等を支援する。また、大会イベントの一環として開催
する文化イベントや健康フェア等を通じ、県民の生きがい・健康づくりを推進
する。 
 

（２）レクリエーションを通じた生きがい・健康づくりの推進（23,133千円） 
「ぎふ清流レクリエーションフェスティバル」の各圏域での開催等により、

県民誰もが１つはレクリエーションに取り組む「ミナレク運動」を展開する。 
 

（３）スポーツを通じた地域振興 
〇第１０回記念高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソンの開催（18,039千円） 

岐阜メモリアルセンターを発着とする国際ハーフマラソン大会と、新た
にオンラインハーフマラソン大会を併催し、県民にスポーツ参加の機会を
提供するとともに、国内外に「清流の国ぎふ」の魅力をＰＲする。 

 
〇総合型地域スポーツクラブへの支援（9,000千円） 

クラブの運営基盤の安定化や活性化に向けた支援、学校部活動との連携
事業や働く世代にスポーツの機会を提供するモデル事業への支援などによ
り、県民が生涯を通じてスポーツに親しむことができる環境を整備する。 

 

所 属 清流の国推進部ねんりんピック推進事務局 清流の国推進部地域スポーツ課 

係 名 
総務係 

企画係 
内線 

2962 

3205 

スポーツ交流係 

地域スポーツ係 
内線 

2948 

2953 

（款）２総務費 （項）２企画開発費 （目）(4)スポーツ振興対策費 
（明細書事業名） 〇スポーツ振興費 

地域スポーツ推進費 
スポーツ交流推進費  

－清流４－



   

 －清流５－ 

 
 

東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とした地域活性化 
      ＜岐阜県ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策基金事業＞ 

 
１ 事 業 費  ３７２，５５４（前年度 ２３９，４０８） 
         【財源内訳】          【主な使途】 
          繰入金   169,744   委託料 191,232 
          諸収入     15   交付金  87,370 
          一般財源 202,795   負担金  12,605 
 
２ 背景・事業目的 

東京2020大会の開催に併せ、県内でスポーツへの参加意識の醸成や国際交流の
推進に向けた様々な取組みを行うことにより、地域の活性化を図る。 
また、同大会や北京2022冬季大会への出場が有力視される県ゆかりの選手に対

して、合宿等への参加費用の支援や科学サポートを行う。 
    
３ 事 業 概 要 
（１）聖火リレーの実施やスポーツを通じた国際交流の推進 

〇聖火リレー、聖火フェスティバル等の実施（55,943千円） 
    市町村とともに、「東京2020オリンピック聖火リレー」及び「東京2020

パラリンピック聖火フェスティバル」を開催する。また、大会期間中には県
ゆかりの選手やホストタウン登録国を応援するパブリックビューイングを実
施する。 

 
〇海外ナショナルチーム事前キャンプの受入れ、ホストタウン交流 

(244,459千円） 
＜岐阜県ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策基金事業＞ 

新型コロナウイルス感染症対策をとりながら、飛騨御嶽高原高地トレー
ニングエリアや岐阜メモリアルセンター等において海外ナショナルチーム
の事前キャンプの受入れを行うとともに、ホストタウン相手国とスポーツ
教室や食文化など両国の理解を深める交流を行う。 

 
（２）オリンピックアスリート、パラリンピックアスリートの強化支援（72,152千円） 
    東京2020大会や北京2022冬季大会への出場が有力視される県ゆかりの選

手に対して、合宿等への参加やボディメンテナンス等に係る経費を支援する
とともに、県スポーツ科学センター及び御嶽濁河高地トレーニングセンター
において科学サポートを実施する。 

所 属 清流の国推進部地域スポーツ課 所 属 清流の国推進部競技スポーツ課 

係 名 スポーツ交流係 内線 2948 係 名 
競技スポーツ係 

障がい者スポーツ係 
内線 

2950 

2944 

（款）２総務費 （項）２企画開発費 （目）(4)スポーツ振興対策費 

（明細書事業名） ○スポーツ振興費 

          スポーツ交流推進費   

トップスポーツ推進費 

障害者スポーツ推進費  



 

 

 

 

 

次世代のトップアスリートを中心とした競技力の向上 
 

１ 事 業 費  ２６８，２１２（前年度 ２８９，３１７） 

         【財源内訳】          【主な使途】 

          一般財源 268,212   委託料  228,998 
補助金   17,223 

                      交付金   10,800 

 

２ 背景・事業目的 

   将来、全国や世界大会で活躍するトップアスリートの輩出に向けて、ジュニア
世代や障がい者アスリートの育成・強化を図る。 
また、競技団体主導によるジュニアからトップアスリートまでの一貫した育

成・強化を図るため、各競技団体が行う強化活動や指導者養成等を支援する。 
 
３ 事 業 概 要 
（１）ジュニア選手の発掘・育成、競技力向上（63,043千円） 

適性に応じた競技種目でトップアスリートを目指せるよう、運動能力の優
れた小学生を発掘し、本県独自の競技体験プログラム等を実施する。 
また、県内の優秀な選手を指導者として活用するなど、ジュニア育成に向

けた支援体制を充実する。 
 
（２）障がい者アスリートの育成、強化支援（31,639千円） 

     全国レベルの大会での活躍が期待できる障がい者アスリート等を強化指定
し、競技活動に係る経費のほか、（一社）岐阜県障害者スポーツ協会が行う
選手・指導者養成等に係る経費を支援する。 

        また、県スポーツ科学センターに障がい者アスリートに対応した最新の機
器を整備する。 

 
（３）競技団体の競技力に応じたメリハリのある支援（173,530千円） 

競技団体が行う強化合宿・選抜練習会などの強化活動や、国内外から招聘
する優秀な指導者による指導者養成事業等に対して、各競技団体の競技力に
応じたメリハリのある支援を行う。 

 
（款）２総務費 （項）２企画開発費  （目）(4)スポーツ振興対策費 

（明細書事業名）○スポーツ振興費 

トップスポーツ推進費 

         障害者スポーツ推進費 

        ○スポーツ施設費 

         スポーツ施設整備事業費 

所 属 清流の国推進部競技スポーツ課 

係 名 
競技スポーツ係 

障がい者スポーツ係 
内線 

2950 

2944 

－清流６－


